
画像解析

◆①柔道整復師の臨床現場における超音波画像観察装置の有用性について
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【 Abstract】
従来、 我々柔道整復師は医師と は異なり X-p、 MRI、 CT 等の画像所見を用いる こ と が出来ず、 外傷等

の所見を問診や視診、 触診、 徒手検査のみで確認してきた。 し かし 、 平成 15 年 9 月よ り 制限下ではある

が柔道整復師の超音波画像観察装置の使用が認めら れたこ と によ り 、 超音波画像観察装置の柔道整復学

分野における普及が徐々に拡大し てきている。 超音波画像装置の利点は施術所のみなら ず、 様々な現場

においてリ アルタ イ ムな画像描出が可能である こ と にく わえ、 非侵襲的で安価に使用する こ と ができ 、

さ ら には他の画像所見では得る こ と ができ なかった病態の観察が可能であるこ と 等があげら れる。 その

他にも 、 単に施術者主体で損傷部位の画像描出・ 観察をするのではなく 、 患者と それら を共有する時間

は患者・ 施術者間に信頼や安心を作り 出すツールのひと つではないかと 考えら れる 。 また、 患者・ 施術

者間以外にも 、 医師に精査を依頼する 際に紹介状に超音波画像を同封する だけでも 、 医師・ 施術者間の

有用なコ ミ ュニケーショ ンのツールに成り 得る のではないかと 推察さ れる。 今回の発表では、 ①比較的

稀であり 見逃し やすい骨折に対し 、 臨床所見と 超音波画像観察装置を用いるこ と で、 それを防止出来る

と も に良好な結果を得る こ と ができ た数症例や、 ②大腿骨頸部骨折に対する 超音波画像等を報告さ せて

頂きます。
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